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表紙写真を募集します！！

お聴かせください！！

集募
「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面
となるよう、市民の皆様から表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで、回答が必要なお問い合わせについて
は、各担当課へお願いします。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
　（当日午後７時から再放送あり）
■インターネット議会録画中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています。
開催日のおおむね10日後に会議の録画映像を配信しています。）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会放映を！！

https://www.city.ama.aichi.jp/gikai/
WEBサイト

朝焼けの七宝焼アートヴィレッジ　（撮影者：安田　隆一氏）
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12月定例会のあらましむことが にはたち 市 望
市長から条例の改正、令和５年度一般会計補正予算など２３件が提案され、全て原案のとおり可決

しました。その他、議員提出の議案４件を可決しました。
また、請願２件、陳情２件を採択とし、請願１３件を不採択としました。

【交通：「あま市南北開通作戦」】
交通について、南北の移動が不便というの

があま市の現状です。そこで、あま市巡回バ
スの利便性の向上を望みます。利用率を上げ
るためには、１日の本数が少ないことや利用
できる時間帯が日中に集中していることな
どの課題を克服する必要があります。そのた
めに、通勤通学の時間帯のバスの運行を提案
します。このようにすることで、子どもや働
く親世代のバスの利用が見込めると思いま
す。

【イベント：「あま市に新しいイベントを！」】
あま市は、イベント開催についてどう考えて

いるのでしょうか。特に疑問に思っているの
は、イベントを行う会場についてです。現状、あ
ま市では、大きな公共施設をイベント開催目的
で借りるハードルが高く感じます。イベントの
開催は、あま市を盛り上げる一つの手段ではな
いでしょうか。公共施設を今以上に借りやすく
することで市外の方々が、あま市を訪れるきっ
かけをつくり、イベントによりあま市を変えて
いきませんか。

【観光：「もっとあま市の観光業を知ってほし
い！」】
あま市が誕生してから１３年、歴史的建造

物や文化があるものの、外からの観光客が少
ないという印象があります。そこで、このあ
ま市をより多くの人に知ってもらうため、
SNSを活発に利用したいです。例えば、福田
川周辺で花見や紅葉を楽しめるスポットを
つくり、自然を生かして新たな観光地をつく
ります。その様子をSNSで発信することによ
って、地元の活性化を図ることができると考
えました。PRに力を入れることで、自然や歴
史を守りつつ、このあま市を盛り上げていき
たいです。

【防犯：「安心安全なあま市へ」】
安心安全な街とは、具体的に犯罪が少なく

明かりの多い街です。自転車の盗難や変質者
の出没は私たちの身近な問題であり、小さな
対策が大切です。例えば、警告看板や街灯の
設置、人的なパトロールが挙げられます。警
告看板は犯罪者に「見られている」という認
識を与えるでしょう。また、街灯の設置は街
全体を明るくし、みんなが安心して暮らせる
街へとつながります。そして、一人一人の防
犯意識でも、未来は変わるはずです。

【環境・美化：「～自然からの手紙～」】
「あま市には色がない」この言葉が市民の
心に根付いていないでしょうか。あま市で生
活していると、色で季節を感じる機会があり
ません。市の花である、ゆりを皆で道沿いに
植える活動を展開し、この現状を変えません
か。色彩豊かな花々はこの街を美しく彩り、
訪れる人々に心地よい空間を提供します。あ
なたが育てた花が今日も誰かを幸せにして
いる、これほど誇れることがあるでしょう
か。共にこの広大なキャンパスにあま市とい
う絵を描きませんか。

11月27日～
12月20日
（24日間）

問　介護認定審査会の委員は、移行後何人になるのか。
高齢福祉課長　海部東部消防組合では、委員5人で構成する合
議体が9つもあり、委員数は45人。本市と大治町への移行に伴
い、認定申請、審査件数の比率を考慮し、本市が6合議体、大治町
が3合議体とし、本市の委員数は30人となる。

問　コンビニで交付できる証明書は。
市民生活部長　印鑑登録証明書、住民票の
写し、戸籍全部等事項証明書、戸籍の附票の
写し、所得・課税証明書。

問　市役所窓口とコンビニとで交付手数料
に違いを設けるか。
市民課長　手数料の金額は、差をつけない
予定。

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための条例の一部改正条例、
介護保険条例の一部改正条例を可決

　現在、海部東部消防組合が行っている介護認定、障害支援区分の審査判定業務が、
令和６年４月１日から本市へ移行される。

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正条例を可決

18歳年度末までの医療費無料制度創設を求める意見書を可決

国の私学助成の拡充に関する意見書を可決

子ども医療費助成制度を18歳年度末まで拡充を求める意見書を可決

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書を可決

これらの意見書を関係機関に提出しました。

　印鑑登録証明書について、電子申請やコンビニエンスストアなどに設置されている
多機能端末機（キオスク端末）による交付を令和６年３月１１日から開始する。

七宝・美和地区はたちの式実行委員

甚目寺地区はたちの式実行委員
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現在の海部地方消防指令センターの様子
（海部地方消防通信指令事務協議会）

10月4日亀山市議会議会運営員会 10月31日門真市議会総務建設常任委員会

問　条例改正による影響人数と影響額は。
市長公室長　常勤の正規職員５５１名に影
響するほか、再任用短時間勤務職員や任期
付短時間勤務職員に影響し、全会計の総合
計で約４５８１万６千円増加する。

職員の給与に関する条例の一部改正条例を可決

　人事院勧告に基づく国家公務員一般職職員の給与改定に準じ、給料月額、期末手当、
勤勉手当を引き上げる。

一般会計に、10億920万3千円を追加し、総額を360億2380万4千円としました。

キャッシュレス決済によるポ
イント還元を実施し、個人消費
の喚起やキャッシュレス化によ
る新たな商業活動を推進するこ
とで、物価高により厳しい状況
にある市内事業所を支援する。

物価高により厳しい状況に
ある低所得世帯を支援するた
め、住民税非課税世帯物価高
騰対策給付金を支給する。

物価高により厳しい状況に
ある子育て世帯を支援するた
め、学校給食費の無償化期間
を延長する。

一般会計補正予算
(第5号、第6号)

令和
5年度

あま市議会では、他自治体の議会の視察を受け入れており、令和5年10月、11月には5団体の
視察を受け入れました。視察では、事業の概要説明をした後、質疑応答を行いました。

新規・拡充や主な事業
給食材料費/

給食センター総務費
5403万6千円

キャッシュレス
ポイント還元事業費
9899万5千円

住民税非課税世帯物価高騰
対策給付金給付事業費
5億3748万5千円

可決

新規 新規 拡充

問　消防救急デジタル無線基本調査業務の内容は。　
市長公室長　海部地方消防指令センター、名古屋市消防局防
災指令センターなどと共同整備する消防救急デジタル無線の
更新に係る現地調査、簡易電波伝搬調査などを実施する。

行政視察受け入れ

市民から寄せられたご意見・ご提案（要旨）

海部東部消防組合負担金

剣道は素晴らしい日本の武道で、人間形
成にとても役に立つ。市内で剣道大会を
開催してほしい。

剣道大会の開催について
市内の公園は、どこも規模が小さくて、遊
具が少ないので、名古屋市のような緑地
公園を整備してほしい。

緑地公園の整備について

新しい庁舎には広い駐車場があるので、
マルシェやイベントを開催してはどう
か。

庁舎でのマルシェ・イベントの開催について
歩道の整備、植栽などを活用した緑豊か
な街並み景観・公園緑地の整備、右折信号
の追加設置を進めてほしい。

まちづくりについて

議会をより若い人が簡単に見られるように、ユーチューブ配信のような取り組みをして
ほしい。若者世代の市政への関心が高まるような広報活動をお願いします。

議会のユーチューブ配信などの取り組みについて

海部東部消防組合の新庁舎整備事業基本構想や
基本計画策定業務、消防指令センターの広域化を
図るための海部地方と名古屋市消防局などとの共
同運用のための消防救急デジタル無線基本調査業
務に係る費用などを負担する。

海部東部消防組合負担金
2136万2千円拡充

物価高により厳しい状況にある私立認定
こども園などに対し、栄養バランスや質・量
を保った給食を安定的に提供ができるよう
に給食材料費などの支援を行う。

保育事業費
（保育所等給食費軽減対策補助金）

1592万9千円
拡充

日付

令和5年10月 4 日 三重県亀山市議会
議会運営員会 新庁舎建設特別委員会について

令和5年10月13日 長野県松本市議会
市立病院建設特別委員会 あま市民病院について

令和5年10月31日 大阪府門真市議会
総務建設常任委員会 あま市新庁舎整備事業について

令和5年11月 9 日 知多市議会
議会運営委員会 議会施設及び議場の設備について

令和5年11月13日 豊川市議会
政策課題調査特別委員会 本庁舎整備事業について

視察団体 目的
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各議員の顔写真の下にＱＲコードを掲載しています。このＱＲコードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

うを市政
一般質問

※会派名は以下のとおり表記しています。
　日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党
 （公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会
 （維新の会あま市議団）、市民改革クラブ（市民改革クラブ）、
　志政会（志政会）、志結会（志結会）、無会派（無会派）

11
市民改革クラブ
松下　昭憲 議員
❶  蜂須賀工区について

近藤　みどり 議員
❶  子育て支援について

公明党
11ページ8ページ

維新の会
毛利　尚義 議員
❶  七宝焼アートヴィレッジの活用について
❷  ふるさと納税の活用について

柏原　功 議員
❶  あま市の空家対策について
❷  投票所における投票支援について

公明党
11ページ8ページ

志結会
後藤　幸正 議員
❶  シティープロモーションについて

美濃島　絢太 議員
❶  パンデミックにおける危機管理体制
❷  若者のこれから

無会派
12ページ9ページ

市民改革クラブ
八島　堅志 議員
❶  市内の賑わいつくり
❷  保育環境の充実

前田　豊光 議員
❶  七宝焼アートヴィレッジについて
❷  美和中学校屋内運動場について

新政会
12ページ9ページ

志政会
宮崎　環 議員
❶  伝統工芸七宝焼について

横井　敏夫 議員
❶  学力や教育制度は・学力日本一を目指す

志結会
13ページ10ページ

日本共産党
野中　幸夫 議員
❶  ラーケーションについて
❷  個人情報の流出について
❸  水道料金について

10ページ

※12ページに記載する「健康推進課長」については、正式な役職名は「子ども健康部次長兼健康推進課長」となります。

名古屋市会にて

名古屋市会での座学研修

〇開催日：令和５年１１月７日（火）
〇視察先：名古屋市
〇視察内容：不登校対応
　　　　　 トワイライト（スクール・ルーム）

総務文教委員会では、不登校対応とトワイ
ライト（スクール・ルーム）をテーマに名古屋
市への視察を実施しました。
名古屋市でも不登校児童生徒が急増して
おり、なごやフレンドリーナウ、ナゴヤスク
ールイノベーション事業、校内フリースクー
ルというさまざまな施策を実施しています。
名古屋市教育委員会からは、個別最適な学び
を不登校対応として積極的に位置付けて施
策を推進しているとの説明を受けました。
また、名古屋市では平成９年に独自事業と
して小学校などの施設を利用したトワイラ
イトスクール事業が開始され、現在は原則無
料のトワイライトスクールと一部有償のト
ワイライトルームを両立して実施していま
す。子育て青少年局からは、現在トワイライ
トスクールは、順次トワイライトルームへの
移行を進めているということでした。その
他、事業の課題などについて説明がありまし
た。
あま市民の多くが名古屋市に関わって生
活しています。名古屋市は政令指定都市であ
るなど大きな違いがありますが、今回の視察
では、市民目線でこれからの施策について考
える貴重な機会となりました。

視察研修報告　総務文教委員会　

令和５年１１月２０日、美和東小学
校の皆さんが議場見学に訪れました。
児童たちは、楽しそうに議長席や議
員席に座ったり、電子採決の賛成・反対
ボタンやマイクなどを触ったりして、
議場の設備にも興味津々でした。

ようこそ議場へ（美和東小学校）
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し
た
。

私
は
、地
主
本
人
に
は
会
っ
て
い
な
い
。

問　

蜂
須
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
土
地
の
名
義

は
、謄
本
を
取
っ
て
確
認
し
た
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

土
地
改
良
事
業
中
の
た

め
、一
時
利
用
地
に
対
応
す
る
従
前
地
に
つ
い

て
、登
記
事
項
証
明
書
を
取
得
し
、所
有
者
が

市
で
あ
る
と
確
認
し
た
。

問　

蜂
須
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
の
売
買
代
金

は
、昭
和
48
年
の
旧
美
和
町
決
算
報
告
で
は

約
1
億
5
0
0
0
万
円
だ
が
、蜂
須
賀
工
区

に
は
9
5
0
0
万
円
し
か
振
り
込
ま
れ
て
い

な
い
。差
額
約
5
5
0
0
万
円
が
消
え
た
が
、

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。

市
長　
蜂
須
賀
工
区
に
支
払
っ
た
の
で
、蜂
須

賀
工
区
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
過
去
5

年
の
歳
入
と
歳
出
は
。

建
設
産
業
部
長　
歳
入
は
、8
0
0
万
か
ら

1
8
0
0
万
円
の
間
、歳
出
は
、4
9
0
0
万

円
か
ら
6
5
0
0
万
円
の
間
。

問　

大
規
模
改
修
工
事
の
際
、歳
出
が
増
加

し
て
い
る
が
、今
後
も
大
規
模
改
修
工
事
は

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　
空
調
改
修
工
事
や
屋
上
防

水
工
事
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
毎
年
4
0
0
0
万
円
程
度
の
維
持
費
が

必
要
な
上
、今
後
も
大
規
模
改
修
工
事
の
た

び
に
追
加
予
算
が
予
想
さ
れ
る
。売
上
を
増

や
す
た
め
の
方
策
は
。

商
工
観
光
課
長　
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
見
直
し
、

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問　
喫
茶
店
跡
地
の
活
用
は
。

建
設
産
業
部
長　

当
面
は
、貸
会
議
室
と
し

て
使
用
し
、民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
の
活
用

も
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

指
定
管
理
の
導
入
や
、道
の
駅
の
よ
う

な
情
報
発
信
拠
点
に
す
る
予
定
は
。

建
設
産
業
部
長　

管
理
の
方
法
は
検
討
課

題
。地
域
の
情
報
発
信
や
交
流
が
図
れ
る
施

設
に
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
準
が
厳
格
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
は
。

総
務
部
長　
令
和
4
年
度
の
実
績
額
で
計
算

す
る
と
、約
6
0
0
万
円
か
ら
3
0
0
0
万

円
ほ
ど
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
。

問　
学
生
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
は
。

総
務
部
長　
小
中
高
校
生
な
ど
を
対
象
に
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
返
礼
品
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
実
施
も
、一つ
の

案
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

問　

津
島
市
で
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
、8
0
0
0
万
円
の
寄
附
を
受
け
た

実
績
が
あ
る
。本
市
で
行
う
予
定
は
。

総
務
部
長　
令
和
5
年
12
月
か
ら
寄
附
を
募

集
で
き
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

市民改革クラブ

蜂
須
賀
工
区
に
つ
い
て

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

松下　昭憲 議員
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問　
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
市
民
に
対
し
て
ど
う
広
報
し
て
い
る
か
。

市
長
公
室
長 

広
報
あ
ま
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、本
市
事

業
、イ
ベ
ン
ト
、行
事
、市
政
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
発
信
し
て
お
り
、直
近
で
は
七
宝
焼
ア
ー

ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、美
和
文
化

会
館
で
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
の
案

内
を
配
信
し
た
。

問　
市
の
Ｐ
Ｒ
の
今
後
の
展
開
は
。

市
長
公
室
長　
今
年
度
か
ら
人
事
秘
書
課
と

商
工
観
光
課
が
連
携
し
て
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
市
の
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
た
。視
覚
的

に
効
果
の
あ
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
積
極
的

に
活
用
し
、市
内
外
に
情
報
を
発
信
し
て
、本

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、市
外
か
ら
の
新
し

い
人
の
流
れ
の
創
出
を
図
り
た
い
。

問　

若
い
世
代
に
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
、イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
市
内
の
場
所

を
創
出
し
、発
信
す
る
考
え
は
。

建
設
産
業
部
長　
若
者
が
集
ま
り
住
み
た
い

と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。関
係
各
課
、市
民
、事
業
者
な

ど
と
協
力
し
、イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト

を
徐
々
に
発
掘
し
て
い
き
た
い
。

問　

名
鉄
各
駅
に
あ
ま
え
ん
坊
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
大
パ
ネ
ル
に
よ
る
観
光
ガ
イ
ド

や
、市
内
巡
り
を
す
る
た
め
無
料
の
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
を
設
置
し
て
み
て
は
。

建
設
産
業
部
長　

現
在
も
駅
に
は
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い
る
が
、名
鉄
に
相
談
し

て
み
る
。シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
、他
市

で
の
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。　

問　
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
屋
外
、新

庁
舎
前
の
広
場
、市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
、都
市
公

園
な
ど
の
用
地
を
一
般
に
イ
ベ
ン
ト（
営
利
を

含
む
）の
た
め
に
貸
し
出
し
て
は
。

総
務
部
長　
一
般
の
方
の
利
用
は
断
っ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、ま
た
、

対
応
す
る
た
め
の
管
理・運
用
上
の
ハ
ー
ド
ル

な
ど
調
査
研
究
す
る
。

建
設
産
業
部
長　

都
市
公
園
は
、都
市
公
園

条
例
に
基
づ
き
、事
前
に
行
為
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
。一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

限
り
許
可
で
き
る
。

問　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
行
為
許
可
申
請
に

た
ど
り
着
け
な
い
。明
記
す
べ
き
で
は
。

建
設
産
業
部
長　
確
認
し
て
検
討
す
る
。

問　
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
需
要
に
合
わ
せ
、公

共
施
設
の一
般
の
方
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

の
ル
ー
ル・方
向
性
を
早
急
に
作
っ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

他
の
事
例
を
参
考
に
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

問　

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
大
き
な
公
園

の
整
備
の
考
え
は
。

建
設
産
業
部
長　
大
規
模
公
園
の
整
備
方
針

は
定
め
て
い
な
い
。

問　
県
平
均
の
5
分
の
1
程
度
の
公
園
面
積

の
実
情
が
あ
る
。公
園
の
整
備
の
今
後
の
計

画
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

都
市
計
画
課
長　
整
備
方
針
や
計
画
は
定
め

て
い
な
い
。

問　
お
む
つ
サ
ブ
ス
ク
の
検
討
状
況
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
保
育
士
に
聞
き
取
り
を

実
施
し
、課
題
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
く
。

問　
一時
預
か
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
実

施
に
つ
い
て
、検
討
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
保
護
者
の
利
便
性
の
向

上
を
念
頭
に
、申
し
込
み
受
け
付
け
を
行
う

保
育
士
の
業
務
負
担
の
軽
減
や
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
を
実
施
す
る
先
進
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
、今
後
研
究
し
て
い
く
。

志結会

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
内
の
賑
わ
い
つ
く
り

後藤　幸正 議員

八島　堅志 議員
市民改革クラブ
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問　
空
家
等
対
策
の
措
置
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の一部
改
正
す
る
法
律
が
、令
和
5
年
12

月
13
日
に
施
行
予
定
だ
が
、こ
の
法
律
の
改

正
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

建
設
産
業
部
長　

改
正
の
主
な
内
容
は
、①

空
き
家
の
分
布
や
活
用
の
状
況
な
ど
か
ら
、

主
に
中
心
市
街
地
や
地
域
再
生
の
拠
点
な

ど
、地
域
の
拠
点
と
な
る
区
域
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
空
家
等
活
用
促
進
区
域
の
新
設

や
、②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
団
法
人
な
ど
の
団
体

を
申
請
に
基
づ
い
て
、市
長
が
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
に
指
定
で
き
、そ
の
団
体
が

市
の
人
員
な
ど
の
不
足
を
補
い
、空
き
家
に
関

す
る
相
談
対
応
や
普
及
啓
発
な
ど
を
行
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。ま
た
、③
周
囲
に
著
し
く

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
管
理
不
全
空

家
等
に
状
態
を
改
善
す
る
よ
う
市
が
指
導
を

行
え
る
よ
う
に
な
り
、指
導
後
に
、改
善
が
見

ら
れ
な
い
時
は
、改
善
の
勧
告
が
で
き
る
。併

せ
て
固
定
資
産
税
な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
の

対
象
か
ら
除
外
で
き
る
。さ
ら
に
、④
災
害
な

ど
緊
急
に
除
去
が
必
要
な
場
合
に
は
、手
続

き
を
得
る
こ
と
な
く
代
執
行
を
行
う
こ
と
や
、

⑤
所
有
者
不
明
の
代
執
行
の
費
用
に
つ
い
て

も
、確
定
判
決
な
し
で
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
緊
急
代
執
行
制
度
や
、⑥
相
続
人
が

不
存
在
で
あ
っ
た
り
、所
有
者
な
ど
の
居
所
が

不
明
で
あ
る
場
合
な
ど
に
、市
長
が
相
続
財

産
の
管
理
人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所
に
対
し

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
に
よ
る

財
産
管
理
人
の
選
任
請
求
の
創
設
な
ど
に
よ

り
、空
家
等
の
除
去
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

問　

自
分
の
意
思
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い

人
が
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
支
援
の
内
容
を
係

員
に
渡
す
だ
け
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
、投
票

支
援
カ
ー
ド
の
導
入
の
考
え
は
。

総
務
部
長　
次
回
の
選
挙
よ
り
導
入
予
定
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
、期
日
前
投
票

に
お
い
て
も
、こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
き
た

い
。

問　
市
立
小
中
学
校
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

教
育
部
長　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、子
ど
も

の
学
び（
ラ
ー
ニ
ン
グ
）と
保
護
者
の
休
み（
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、保

護
者
と
子
ど
も
が一緒
に
主
体
的
で
体
験
的
な

学
び
や
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
。

校
外
で
の
自
主
活
動
日
で
欠
席
で
は
な
く
年

3
日
以
内
の
取
得
が
で
き
る
。

問　

休
ん
だ
日
の
学
習
の
遅
れ
を
カ
バ
ー
し

て
い
く
手
だ
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
特
別
な
学
習
上
の
補
充
は
行
わ

ず
、家
庭
で
の
自
習
と
な
る
。

問　
ど
の
家
庭
で
も
学
習
の
遅
れ
を
カ
バ
ー

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。学
び
の
保
障
が
心
配

さ
れ
る
が
、ど
う
考
え
る
か
。

教
育
部
長　

学
校
の
判
断
で
プ
リ
ン
ト
の
配

付
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
学
習
支
援
と
い
っ
た

こ
と
は
で
き
る
。

問　
学
級
や
学
校
の
運
営
に
支
障
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

事
前
の
届
け
出
を
必
要
と
し
て

お
り
、児
童
生
徒
の
出
席
数
を
把
握
で
き
る

た
め
、学
級・学
校
の
授
業
計
画
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
。

問　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
得
が
難
し
い
家

庭
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

必
ず
取
得
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
た
め
、特
段
の
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
教
師
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
か
。

教
育
部
長　
ど
の
よ
う
な
負
担
や
課
題
が
発

生
す
る
か
未
知
数
。教
職
員
が
自
分
の
子
ど

も
の
た
め
に
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
を
取
得
す

る
場
合
、同
時
に
複
数
人
の
教
職
員
が
休
む

と
残
っ
た
教
職
員
に
負
担
が
か
か
り
、働
き
方

改
革
に
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

問　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、学
校
教
育
法
な
ど

に
法
的
根
拠
の
あ
る
取
り
組
み
か
。

教
育
部
長　

県
の
休
み
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
施
策
の一つ
と
し
て
生
ま
れ
て
お
り
、法

的
根
拠
は
な
い
。

間取り花鳥文大花瓶
（七宝焼アートヴィレッジ所蔵）

問　
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
の
七
宝
焼

物
販
の
種
類
を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

建
設
産
業
部
長 

シ
ョッ
プ
を
運
営
す
る
尾
張

七
宝
協
同
組
合
に
提
案
を
伝
え
る
。

問　

店
舗
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
組
合
に
提
案
を
伝
え
る
。

問　
カ
フ
ェ
閉
店
後
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
は
、ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

当
面
、貸
会
議
室
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

問　
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
ロ
ビ
ー
は
雑
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、ロ
ビ
ー
の
活
用
方
法
の

見
直
し
を
す
る
予
定
は
。

建
設
産
業
部
長　
発
信
す
る
情
報
を
整
理
し

て
快
適
な
空
間
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
。

問　

芝
生
広
場
の
維
持
管
理
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

建
設
産
業
部
長　
今
年
度
は
芝
刈
り
な
ど
の

回
数
を
令
和
4
年
度
の
2
回
か
ら
3
回
に
増

や
し
た
。

問　

維
持
管
理
費
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　
最
小
限
の
経
費
で
最
大
限

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問　
七
宝
焼
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
、新
た
な
募
集
方
法
は
。

商
工
観
光
課
長　
12
月
に
募
集
チ
ラ
シ
を
市

内
全
地
区
に
回
覧
し
、募
集
し
て
い
く
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
有
償
化
す
る
考
え
は
。

建
設
産
業
部
長　
有
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

志政会

伝
統
工
芸
七
宝
焼
に
つ
い
て

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

宮崎　環 議員

投
票
所
に
お
け
る
投
票
支
援
に
つ
い
て

野中　幸夫 議員
日本共産党

一問一答方式

一問一答方式

こども未来戦略MAPリーフレットから
（こども家庭庁）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

近藤　みどり 議員
公明党

一問一答方式

問　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、令
和
5
年
度

の
国
の
実
施
要
綱
改
正
に
伴
い
、市
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
対
象
者
が
産
後
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
者
に
見
直
さ
れ
、幅
広
く
受
け

入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、利

用
者
負
担
の
軽
減
の
対
象
者
を
住
民
税
非
課

税
世
帯
か
ら
支
援
を
必
要
と
す
る
全
て
の
世

帯
に
拡
大
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。市
は
従

前
の
要
綱
に
準
じ
た
ま
ま
の
内
容
で
あ
る
が
、

今
後
県
内
自
治
体
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

勘
案
し
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
一
時
預
か
り
支
援
に
つ
い
て
、事
業
の
目

的
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
取
り
組
み
か
。問
題

点
、課
題
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
保
護
者
の
就
労
以
外
に

私
的
事
由
で
の
利
用
も
多
数
占
め
て
お
り
、

育
児
負
担
の
軽
減
に
寄
与
し
て
い
る
。保
育

士
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、職
員
採
用
に

努
め
安
定
的
な
事
業
の
実
施
を
図
り
た
い
。

問　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度（
仮
称
）に
つ

い
て
、こ
ど
も
家
庭
庁
は
令
和
7
年
度
以
降
の

制
度
導
入
を
目
指
し
て
い
る
。今
後
、実
施
す

る
に
当
た
り
課
題
は
。ま
た
、対
応
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、市
の
見
解

は
。

子
ど
も
健
康
部
長　

未
就
園
児
は
、令
和
5

年
4
月
現
在
、0
〜
2
歳
児
は
1
2
1
0
人
、

3
〜
5
歳
児
は
60
人
い
る
。既
存
の
施
設
面

積
基
準
や
職
員
の
配
置
基
準
か
ら
、実
施
は

大
変
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。今
後
の
国
や
先

行
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

柏原　功 議員
公明党

一問一答方式

他
に
、「
個
人
情
報
の
流
出
に
つ
い
て
」、「
水

道
料
金
に
つ
い
て
」を
質
問
し
ま
し
た
。

あ
ま
市
の
空
家
対
策
に
つ
い
て
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問　
日
本一を
目
指
し
な
が
ら
学
力
を
つ
け
て

い
く
と
い
う
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

市
の
将
来
を
担
い
、自
ら
の
判

断
と
責
任
で
諸
課
題
に
取
り
組
む
あ
ま
っ
子

を
育
て
る
こ
と
が
学
力
日
本一に
つ
な
が
る
。

問　

児
童
生
徒
の
実
際
の
状
況
を
踏
ま
え
た

多
様
な
学
習
活
動
教
育
を
誰
が
ど
う
行
う
か
。

教
育
部
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
て
、向
き
合

う
時
間
を
確
保
し
、教
員
が
行
う
。

問　

教
育
長
は
、市
が
学
力
日
本
一
を
目
指

し
、学
力
を
育
て
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

学
力
は
、予
測
困
難
な
時
代
に
多

様
な
人
々
と
協
働
し
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
変

化
を
乗
り
越
え
、豊
か
な
人
生
を
切
り
開
く
力

で
、こ
の
力
を
身
に
つ
く
よ
う
指
導
す
る
。

問　

7
年
間
の
学
力
低
下
は
、的
を
射
た
施

策
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
と
対
策
は
。

教
育
部
長　

認
知
能
力
向
上
の
鈍
化
は
認

識
。ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
き
め
細
か
な
支

援
、外
国
人
へ
の
日
本
語
支
援
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
多
様
な
学
び
の
場
の
提
供
、認
知
能

力
と
非
認
知
能
力
の
双
方
の
向
上
を
図
る
。

問　
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
Ａ
Ｉ
で
代
替
不
可
能
な
ス
キ
ル

の
育
成
を
重
視
。情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
て
、

目
的
を
持
っ
て
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

問　
学
年
の
垣
根
を
越
え
た
学
び
の
制
度
は
。

教
育
部
長　

発
展
的
な
学
習
に
、教
師
が
個

別
に
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

問　
市
長
は
本
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
を
日

本一に
す
る
強
い
思
い
は
今
も
あ
る
か
。

市
長　

あ
る
。今
後
学
校
の
み
な
ら
ず
、家

庭
、地
域
と
協
力
し
目
指
し
て
い
く
。

者
の
ア
イ
デ
ア
、活
力
、資
金
を
生
か
し
た
施

設
全
体
の
集
客
力
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
可

能
性
を
調
査
研
究
し
進
め
て
い
く
。ま
た
、使

用
料
は
条
例
に
基
づ
い
て
お
り
、変
更
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
条
例
や
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

建
設
産
業
部
長　

今
後
、改
正
が
必
要
と
な

れ
ば
、随
時
改
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
築
さ
れ
た
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
い
な
い
理
由
は
。

教
育
部
長　

他
の
学
校
の
体
育
館
と
の
公
平

性
と
財
政
的
な
問
題
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
。

問　

災
害
時
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、熱
中
症
対
策
は
。 

教
育
部
長　

美
和
中
学
校
体
育
館
の
2
階
会

議
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
た
め
、体

調
不
良
の
方
に
使
っ
て
も
ら
う
。5
年
後
を
目

安
と
し
て
、国
や
県
、他
市
町
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、空
調
設
備
な
ど
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員

会
が
あ
ま
り
機
能
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

が
、ど
う
か
。

建
設
産
業
部
長　

運
営
委
員
会
は
年
1
回

の
開
催
で
委
員
全
員
か
ら
意
見
を
聞
き
、課

題
が
生
じ
た
場
合
は
状
況
に
応
じ
て
追
加
開

催
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

芝
生
広
場
の
使
用
料
、申
請
書
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、市
民
団
体
は
芝
生

広
場
を
使
用
で
き
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

財
産
管
理
規
則
に
基
づ
い

て
運
用
し
、使
用
料
は
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
に
係
る
使
用
料
条
例
で
定
め
て
い
る
。市

民
団
体
の
占
有
使
用
に
つ
い
て
は
、現
在
は

断
っ
て
い
る
。今
後
、先
進
事
例
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

問　

現
在
、空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、今
後

の
利
用
計
画
は
。使
用
料
が
高
額
で
は
。

建
設
産
業
部
長　

利
用
計
画
は
、民
間
事
業

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人
工
的
な
も

の
と
論
文
で
発
表
さ
れ
た
が
、市
の
見
解
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　

国
か
ら
の
公
式
情
報
が

な
く
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
確
実
と
考
え
る
が
、接
種
を
続
け
て
い
る
市

と
し
て
の
見
解
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　

国
か
ら
の
公
式
情
報
が

な
く
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
本
市
で
も
健
康
被
害
救
済
制
度
で
死
亡

が
1
件
認
定
さ
れ
た
が
、同
じ
ロ
ッ
ト
番
号
で

の
健
康
被
害
調
査
な
ど
は
し
な
い
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

接
種
し
た
際
の
ロ
ッ
ト
番

号
に
お
け
る
接
種
者
数
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
可
能
と
考
え
る
。

問　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
保
健
規
則
改
正
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
設
立
に
お
い
て
人
権
問
題

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
、別
の
機
関
と
し
て
Ｗ

Ｃ
Ｈ
が
設
立
さ
れ
た
が
把
握
し
て
い
る
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
Ｗ
Ｃ
Ｈ
が
世
界
45
か
国

以
上
、2
0
0
以
上
の
団
体
が
賛
同
す
る
健

康
を
め
ぐ
る
よ
り
良
い
方
法
を
目
指
し
た
連

合
体
で
あ
る
な
ど
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
で

は
確
認
し
て
い
る
が
、具
体
的
に
は
把
握
し
て

い
な
い
。

問　
市
の
若
者
の
投
票
率
は
。

総
務
部
長　

秋
竹
、篠
田
、新
居
屋
投
票
区

の
10
代
と
20
代
の
平
均
投
票
率
は
、あ
ま
市

長
選
挙
で
は
10
代
が
25・70
パ
ー
セ
ン
ト
、20

代
が
17・41
パ
ー
セ
ン
ト
。あ
ま
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
10
代
が
28・48
パ
ー
セ
ン
ト
、20
代

が
23・20
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

問　

低
い
水
準
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。そ
の
対
策
は
。

総
務
部
長　

若
者
世
代
に
か
か
わ
ら
ず
、市

全
体
の
投
票
率
は
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
利
用
し
、全
て
の
年
代
に
対
し
て
地
道
に

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

若
者
の
こ
れ
か
ら

美
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て

あま市教育立市プラン
（あまっ子宣言）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制

美濃島　絢太 議員
無会派

一問一答方式

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て

前田　豊光 議員
新政会

一問一答方式

志結会

学
力
や
教
育
制
度
は
・
学
力
日
本
一
を
目
指
す

横井　敏夫 議員
一問一答方式

ICTを活用した窓口業務システムを新たに
構築する予定は。

新庁舎では、証明書交付窓口に窓口支援シス
テムおよびキャッシュレス決済を、住民異動窓
口に申請書作成支援システムおよび本人確認書
類読取システムを導入し、「書かない窓口」を
実施している。また、市民課および保険医療課
の手続きを対象に、窓口案内システム（受付番
号発券機）を導入した。

質 問

こうなった！

帯状疱疹ワクチン接種費用の助成
をしては。

令和5年6月議会で帯状疱疹予防接種
費用助成のための補正予算の議決を得
て、令和5年9月1日以降に予防接種を受
けた方で、接種当日50歳以上の方を対
象に助成を実施している。なお、助成額
は上限5,000円で、1人1回のみ。

質 問

こうなった！

1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

その後どうなった？
追跡 一 般 質 問
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12月定例会   議案等審議結果

提出された議案と審議結果
※ 下記以外の案件は、全員賛成で可決【賛否の分かれた議案】

【12月定例会】
議案番号 件　　名 結果 議案番号 件　　名 結果

△

◎

◎

◎

◎
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◎

◎
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◎

◎

〇
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◎

◎

◎

◎

〇

〇

〇

〇

〇

◎

◎

〇

〇

◎

◎

△

△

△

△

△

〇

△

△

△

〇

△

△

△

△議    案
第62号

請    願
第 5 号

請    願
第 6 号

請    願
第 7 号

請    願
第 8 号

請    願
第 9 号

請    願
第10号

請    願
第11号

請    願
第12号

請    願
第13号

請    願
第14号

請    願
第15号

請    願
第16号

請    願
第17号

請    願
第18号
陳    情
第 2 号
陳    情
第 3 号
発    議
第 9 号
発    議
第10号
発    議
第11号
発    議
第12号

議    案
第63号

議    案
第64号

議    案
第65号

議    案
第66号

議    案
第67号

議    案
第68号

議    案
第69号

議    案
第70号

議    案
第71号

議    案
第72号

議    案
第73号

議    案
第74号

議    案
第75号

議    案
第76号

議    案
第77号

議    案
第78号

議    案
第79号

議    案
第80号

議    案
第81号

諮    問
第 2 号

諮    問
第 3 号

諮    問
第 4 号

請    願
第 4 号

あま市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
について

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（国民健康保険の国庫負担抜本的
引上げや出産手当・傷病手当の予算措置を行う
ことを求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の請願書（物価高に即した年金増額、公的年金制度
の改善を求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（介護保険制度の改善を求める意
見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（介護労働者の労働環境の改善を
求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（18歳年度末までの医療費無料制
度創設を求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（小中学校の給食費無償化を求め
る意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（障害者が安心して生活できる
「暮らしの場」の整備を求める意見書の提出を
求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（医療・介護・福祉・保育など公
的価格で運営される職場に対し物価高騰対策を
今まで以上に行うことを求める意見書の提出を
求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願書（子ども医療費助成制度を18歳年度末
まで拡充を求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（国民健康保険への愛知県独自の
支援を求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（地域の医療・介護・福祉・保育
の充実と新型コロナウイルス感染症に係る支援
強化を求める意見書の提出を求める請願書）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（地域医療介護総合確保基金を活
用し医療・介護・福祉職場への補助を拡充する
ことを求める意見書の提出を求める請願書）
国民のいのちと健康を守るため、政府の責任で
医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア
労働者の賃上げや人員増を求める請願書
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と
処遇改善を求める請願書
国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を
求める陳情書
愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情書
18歳年度末までの医療費無料制度創設を求める
意見書の提出について
子ども医療費助成制度を18歳年度末まで拡充を
求める意見書の提出について
国の私学助成の拡充に関する意見書の提出に
ついて
愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出
について

あま市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例について

あま市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例について

あま市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について

あま市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例について

あま市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について
あま市災害派遣手当の支給に関する条例の一部
を改正する条例について

あま市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について
あま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について
あま市障害者の日常生活及び社会生活を総合的
に支援するための条例の一部を改正する条例に
ついて
あま市介護保険条例の一部を改正する条例に
ついて
あま市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部
を改正する条例について

令和5年度あま市一般会計補正予算（第5号）

令和5年度あま市国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）

令和5年度あま市介護保険特別会計補正予算（第
2号）

令和5年度あま市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第2号）

令和5年度あま市水道事業会計補正予算
（第1号）

令和5年度あま市簡易水道事業会計補正予算（第
1号）

あま市手数料条例の一部を改正する条例について

令和5年度あま市一般会計補正予算（第6号）

人権擁護委員候補者の推薦について
（近藤哲夫氏）

人権擁護委員候補者の推薦について
（三浦和己氏）

人権擁護委員候補者の推薦について
（林眞美子氏）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての請願書（現行の健康保険証の存続を求め
る意見書の提出を求める請願書）

※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。　欠：欠席　　退：退席
※網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（新政会）、維新の会（維新の会あま市議団）、
市民改革クラブ（市民改革クラブ）、志政会（志政会）、志結会（志結会）、無（無会派）

×  〇 〇 〇  〇 〇 〇  〇 〇 〇 × 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 × × × × × × × × 〇 〇 × × × × × × × × × 〇 －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 －

〇 × × × × × 〇 × × × × × × × × × × × × × × －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × －

〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × －

〇 × × × × × × × × × 〇 × × × × × × × × × × －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  退  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 × × × × × × × × × 〇 × × × × × × × × × 〇 －

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第73号

議案第74号

請願第4号

請願第5号

請願第6号

請願第7号

請願第8号

請願第9号

請願第10号

請願第11号

請願第12号

請願第13号

請願第14号

請願第15号

請願第16号

請願第17号

請願第18号

議案第80号

発議第9号

発議第10号

議案番号

会　派 公明党 新政会 維新の
会

市民改革
クラブ 志政会 志結会 無 無日本

共産党
野
中
幸
夫

近
藤
み
ど
り

足
立
詔
子
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原
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一
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藤
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石
田
良
雄

前
田
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毛
利
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八
島
堅
志
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下
昭
憲
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崎
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山
内
隆
久
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弘

伊
藤
嘉
規
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正
彦
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波
圭
一

森
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横
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美
濃
島
絢
太

後
藤
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哉
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